
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
六
五
○
○
億
円
の
積

立
不
足
（
過
去
勤
務
債
務
）
が
あ
る
。

こ
の
ま
ま
だ
と
「
制
度
が
潰
れ
る
」

「
元
も
子
も
な
く
な
る
」
だ
か
ら
、

「
年
金
生
活
者
、
年
金
受
給
権
者
の

受
取
額
を
減
ら
す
」
と
い
う
。

し
か
し
こ
れ
は
、
受
取
額
が
国
債

の
流
通
利
回
り
に
連
動
し
て
上
下
す

る
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
型
年
金
）

制
度
に
す
る
、
当
面
の
６
年
間
は
３
・

５
％
を
保
障
（
経
過
措
置
）
す
る
が
、

そ
の
後
は
毎
年
、
受
取
額
が
国
債
利

回
り
に
連
動
し
て
受
取
額
が
変
動
す

る
と
い
う
も
の
で
、
経
過
措
置
期
間

中
（
05.

４
～
11.

３
）
で
も
、
年
金

額
を
試
算
す
る
と
、
１
～
２
万
円
の

減
額
と
な
る
。

退
職
再
雇
用
者
は
年
間
約
１
７
０

万
円
の
減
収
で
、
将
来
の
企
業
年
金

も
減
額
と
な
れ
ば
、
生
活
は
ま
す
ま

す
き
び
し
く
な
る
。

電
電
公
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
会
社
の
発

展
に
寄
与
し
て
き
た
人
た
ち
に
対
す

る
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
感
じ
ら
れ
な

い
。送

ら
れ
て
き
た
「
年
金
額
試
算
書
」

の
試
算
額
は
、
す
べ
て
経
過
措
置
中

の
給
付
率
３
・
５
％
で
計
算
さ
れ
、

経
過
措
置
終
了
後
も
同
じ
率
で
計
算

さ
れ
、
願
望
的
な
金
額
が
出
て
い
る
。

受
け
取
り
額
は
、
下
限
（
最
低
保

証
額
）
で
あ
る
給
付
利
率
、
１
・
５

％
、
据
え
置
き
利
率
１
％
が
で
計
算

し
た
額
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

「
試
算
ツ
ー
ル
」
で
、
総
減
額
を

計
算
す
る
と
１
・
５
％
で
２
０
０
万

円
、
２
％
で
は
、
１
７
０
万
円
、
さ

ら
に
当
た
ら
な
い
宝
く
じ
を
当
て
た

気
分
で
３
・
５
％
で
計
算
し
て
も
、

７
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
し
ま
う
。

今
回
の
見
直
し
と
称
し
て
減
額
さ

れ
る
こ
と
を
許
す
な
ら
ば
、
将
来
に

渡
っ
て
更
な
る
減
額
が
な
い
と
い
う

保
証
な
ど
あ
り
え
な
い
。

解
散
と
い
う
脅
し
も
あ
る
が
、
企

業
の
経
営
危
機
で
倒
産
の
事
態
に
な

ら
な
い
限
り
一
方
的
に
解
散
な
ど
で

き
な
い
こ
と
は
法
で
明
記
さ
れ
て
い

る
。労
働
組
合
の
同
意
と
い
う
項
目
は
、

受
給
権
者
や
加
入
者
の
保
護
の
た
め

に
企
業
の
一
方
的
な
解
散
に
対
す
る

歯
止
め
と
し
て
労
働
組
合
の
存
在
を

み
と
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
意
し
な
い
人
に
対
す
る

恫
喝
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
個
人
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
ま
だ
、
同
意
書
を
送
っ

て
な
い
ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
、

問
題
で
あ
る
。
一
種
の
個
人
情
報
の

漏
洩
と
考
え
て
よ
い
。

Ｎ
関
労
は
こ
う
し
た
不
正
を
許
さ

ぬ
よ
う
監
視
を
強
め
て
い
く
。

「
同
意
書
」
は
返
送
せ
ず
、

生
活
破
壊
の
年
金
減
額
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

１人の首切りも許さない！
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１
～
２
万
円
の
減
額
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
九
月
に
入
っ
て
企
業
年
金
の
既
裁
定
者
に
対
し
、
「
制
度

見
直
し
へ
の
賛
同
と
同
意
書
の
返
送
を
」
と
「
お
知
ら
せ
（
第
５
回
目
）
」

「
年
金
額
試
算
書
」
「
同
意
書
」
、
及
び
送
付
用
封
筒
を
郵
送
し
て
い
る
。

「
同
意
書
」
に
は
、
「
金
利
水
準
に
よ
っ
て
給
付
減
額
と
な
る
こ
と
に

同
意
し
ま
す
」
と
記
し
て
あ
り
、
こ
れ
に
署
名
・
捺
印
等
し
「
返
送
」
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
返
送
」
す
る
こ
と
は
、
減
額
に
同
意
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

Ｎ
関
労
は
、
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
企
業
年
金
改
悪
に
反
対
す
る
千
葉
の
会
」
（
秋

葉
栄
会
長
、
大
川
勝
也
副
会
長
）
と
と
も
に
、
「
『
同
意
書
』
は
返
送
し

な
い
」
運
動
を
大
き
く
広
げ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

制度改悪には、受給者・受給権者の

３分の２以上の「同意」が必要です。

言い換えれば３分の１以上が反対＝

非同意すれば、減額はできません。

今、１人ひとりに「減額に同意し

ろ」と「同意書」が送られてきてい

ます。これに「署名・捺印し、返送」

すると「減額に賛成」したことにな

ります。改悪＝減額反対の方は,

「同意書を返送しない」ことです。

生活破壊の年金減額をＳＴＯＰさせ

ましょう。

不
正
確
な

「
年
金
額
試
算
書
」

同
意
し
な
い
こ
と

が
生
活
を
守
る
道

い
っ
ぷ
く

プ
ロ
野

球
の
球
団

合
併
問
題

で
、
労
働

組
合
プ
ロ
野
球
選
手
会
が
発
足
以

来
は
じ
め
て
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構

え
て
交
渉
に
臨
ん
で
い
る
。

大
量
解
雇
や
大
幅
賃
下
げ
の
嵐

が
吹
き
荒
れ
る
な
か
、
老
舗
の
大

労
組
で
さ
え
な
か
な
か
ス
ト
ラ
イ

キ
を
打
て
な
い
で
い
る
と
い
う
の

に
、
組
合
員
の
雇
用
と
生
活
を
守

る
為
敢
然
と
オ
ー
ナ
ー
会
議
に
立

ち
向
か
う
姿
勢
に
声
援
を
送
り
た

い
も
の
で
あ
る
。



営業系会社
ＮＴＴサービス東京～北海道
（17社、約20,000人）

設備系会社
ＮＴＴ－ＭＥ東京～北海道
（17社、約26,000人）

共通系会社
ＮＴＴビジネスアソシエ
東京～北海道（17社）

統合新会社
（46,000人）

都道県地域会社(51社）

ＮＴＴ東日本（全77社、従業員48,000人）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
当
局
か
ら
正
式
発

表
と
い
う
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ

７
月
７
日
記
載
の
記
事
に
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
本
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
―
Ｍ
Ｅ
グ
ル
ー

プ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

を
来
年
夏
を
め
ど
に
統
合
す
る
方
向

で
検
討
に
入
っ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
―
Ｍ
Ｅ

グ
ル
ー
プ
で
二
万
六
千
人
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
二
万
人
で
合

計
四
万
六
千
人
の
新
会
社
に
な
る
可

能
性
が
高
い
。
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
の
合
理
化
案
が
提
案
さ
れ
実
施

さ
れ
れ
ば
、
現
在
の
県
別
の
Ｏ
Ｓ
会

社
の
社
員
は
新
会
社
へ
の
転
籍
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
雇
用
選
択

時
の
「
同
一
県
内
」
を
外
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
又
県
別
の
賃
金
体
系

を
壊
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｏ
Ｓ
会
社
労
働
者
に
と
っ
て
は
、

労
働
条
件
低
下
は
必
至
で
あ
り
こ
れ

以
上
の
切
り
下
げ
は
限
界
を
超
え
る

事
に
つ
な
が
り
、
ま
さ
に
リ
ス
ト
ラ

は
際
限
な
く
続
く
こ
と
事
を
意
味
す

る
。
従
っ
て
我
々
労
働
者
、
労
働
組

合
と
し
て
は
、
否
応
な
く
闘
わ
な
い

限
り
ま
と
も
に
働
き
続
け
ら
れ
な
い

事
に
な
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
組
織
再
編
で
は
、

各
県
支
店
の
解
体
、
事
業
部
制
へ
の

移
行
そ
れ
に
伴
い
更
な
る
法
人
業
務

を
Ｏ
Ｓ
会
社
へ
の
切
り
出
し
等
が
正

式
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
士
見
ビ
ル
一
局
に
集
約
さ
れ
て
、

一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
一
つ
の
部

屋
に
一
〇
〇
人
程
度
の
人
が
集
め
ら

れ
、
以
前
一
緒
だ
っ
た
仲
間
の
顔
が

見
れ
る
の
は
、
ホ
ッ
ト
し
ま
す
が
、

今
も
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
仕

事
の
面
で
も
仕
事
量
に
あ
っ
た
人
数

の
配
置
が
出
来
て
い
な
く
て
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
が
あ
り
、
ま
だ
ど
ち
ら
で
や

る
の
か
ま
だ
、
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

ロ
ッ
カ
ー
室
は
地
下
に
あ
っ
て
非

常
に
狭
く
、
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら

の
着
替
え
で
す
。

冷
房
は
入
ら
ず
、
夏
は
蒸
し
風
呂
状

態
で
す
。

下
駄
箱
の
設
置
が
無
く
、
ロ
ッ
カ
ー

の
上
に
乗
せ
た
り
、
自
分
の
席
の
置

い
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
我
慢
を
し
て

い
ま
す
。

昼
休
み
に
、
そ
ん
な
ロ
ッ
カ
ー
室

で
横
に
な
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

長
距
離
通
勤
の
た
め
、
体
を
休
め
な

い
と
一
週
間
も
た
な
い
と
の
こ
と
。

臭
い
も
凄
い
の
で
、
マ
ス
ク
を
し
て

寝
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
男
女
別
々

の
横
に
な
れ
る
畳
み
の
ス
ペ
ー
ス
が

欲
し
い
で
す
。

喫
煙
室
が
、
総
合
休
憩
室
も
仕
事

場
に
も
個
別
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
は
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
の
夏
は
暑
か
っ
た
。
４
０
度

を
こ
す
暑
さ
、
５
０
才
過
ぎ
て
高
血

圧
・
腰
痛
な
ど
病
気
を
気
遣
い
な
が

ら
営
業
へ
歩
く
、
歩
い
て
早
や
１
年

半
。
職
場
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
雇

用
選
択
」
し
た
仲
間
た
ち
、
東
北
・

北
海
道
か
ら
が
半
数
以
上
。
Ｄ
評
価
、

単
身
赴
任
の
い
じ
め
に
も
め
げ
ず
、

暑
さ
に
も
、
寒
さ
に
も
負
け
ず
に
家

族
の
生
活
を
支
え
る
。

（
Ｈ
）

ＯＳ会社統合、
ＮＴＴ再再編
への動き

職場
だより

編
集
後
記

廃
局
の
跡
地
を
訪
ね
て
、
佐
倉

市
ま
で
出
か
け
た
が
、
面
影
は
バ

ス
停
と
桜
並
木
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

銚
子
で
も
、
バ
ス
停
に
は
、
小

畑
無
線
の
名
が
あ
り
過
去
が
、
偲

ば
れ
る
。

日
本
の
南
に
小
笠
原
諸
島
が
あ

り
、
日
本
に
返
還
後
は
、
本
土
と

の
行
き
来
は
、
船
便
の
み
で
、
ラ

ジ
オ
も
聞
こ
え
ず
、
電
話
も
数
回

線
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
父
島
と

の
通
信
の
や
り
取
り
は
、
銚
子
で

行
っ
て
い
た
。

新
聞
な
ど
は
数
日
遅
れ
で
船
便

で
届
く
。
、
今
日
の
新
聞
を
見
た

け
れ
ば
、
役
場
に
行
け
ば
よ
か
っ

た
。
朝
刊
が
張
り
出
さ
れ
て
い
た
。

臼
井
か
ら
発
射
さ
れ
て
い
た
Ｊ

Ｊ
Ｃ
放
送
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
受
信
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
。

時
代
の
流
れ
だ
。
民
営
化
だ
と

い
っ
て
千
葉
県
の
無
線
四
局
が
廃

止
さ
れ
た
。

廃
止
の
さ
れ
た
悔
し
さ
が
、
物

質
化
さ
れ
、
な
に
も
の
か
に
転
化

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
（
Ｓ
・
Ｙ
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
組
合
議
案
集
を
読
む
た
び
に
失
望
し
、

不
安
が
増
し
、
不
信
感
が
募
っ
て
い
く
。
こ
の
ま
ま
組

合
に
留
ま
る
べ
き
か
迷
っ
た
。
す
で
に
Ｎ
関
労
や
通
信

労
組
も
あ
っ
た
。
「
退
職
・

再
雇
用
制
」
が
提
案
さ
れ

た
時
、
組
合
は
私
を
見
捨

て
た
と
感
じ
た
。

労
組
と
し
て
渡
る
べ
き
で
は
な
い
「
ル
ビ
コ
ン
河
」

を
渡
っ
た
と
想
っ
た
。
「
説
得
」
に
来
た
支
部
役
員
と

話
し
た
が
人
権
感
覚
の
欠
如
に
驚
い
た
。
際
限
の
な
い

職
場
集
約
、
成
果
主
義
と
心
の
健
康
破
壊
、
企
業
年
金

等
な
ど
問
題
は
重
い
が
、
い
ま
は
組
合
費
と
員
数
に
お

い
て
加
担
し
て
い
な
い
こ
と
で
気
が
軽
い
。
Ｎ
関
労
執

行
委
員
と
し
て
何
度

か
団
体
交
渉
に
で
た

が
、
自
分
の
意
見
が

言
え
る
こ
と
が
気
持

ち
好
い
。
初
心
を
忘
れ
ず
に
や
っ
て
行
き
た
い
。

（
菅
谷

純
男
）

Ｎ
関
労
に
入
っ
て

自
分
の
意
見
を
言
え
る

こ
と
が
気
持
ち
好
い

千
葉
富
士
見
ビ
ル

東
京
支
店

光
Ｉ
Ｐ
販
売
Ｐ
Ｔ

職場・生活の悩みは

仲間と相談しましょう！

E-mail chiba@n-kanrou.com

企業年金のすべてを掲載

しています。ぜひ、アク

セスしてください


